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乳用雌子牛の早期集団育成

ー技術の確立に関する研究

雄子牛の早期離乳，早期放牧育成試験 ， 早期放牧~·;t,~ける全乳と代用乳

時育の比較Kついて

t者 冨

近年木県の酪盛も漸次多田飼務化の傾向にあっ

て，頭数増築のための潜入経費 とその怒易を考Ci

して．髄盛家は最も手近かな方法として ，自家生

産の雌子牛の育成を試みているのが普通である。

しかし子牛が搾乳に至るまで二年有余の按月を喪

し．その育成期間相当の経費と労力を要する反面，

搾乳部門に気をとられ ．育成田は：どかくおろそか：・

にされ， 不充分な飼育管理下で育成が行われがち

で ．この条件下で育成されたものは ．いきおい発

育 .fl包力も充分でなく ．しかも耐用年数も平均4

～5産と短かく ．経営面からいっても牛の更新自

用が高くついている現状である。

この解決策として搾乳と育成を分隊した育成の

蒋．門分業化が期待され ．その＜＇tr・柴形態として ．い

わゆる乳牛育成牧場 （公共的）が県下にニケ所ほ

ど闘設の運びに至っているが ，子牛の集団飼育下

での ．哨乳 ．隊乳 ．放牧などの附i育技術面で早急

に解明し略立しなければならないかなりの問題を

試験方法

1. 供試牛の概要

区別 番号 名 号 回類 、

血

父

全 A 1 シモョシデコール ホ系
カー ．デコール
フオーブス

手L プル サデコール
哨 A2 ， ， 

アザミ
現，

フェムコ ヒデコ レカフェムコ

賞雅 哲，小 原 信夫

かかえているι

すなわち ，生後約1週令からの集団飼育 ，いわ

ゆる早期集団育成の場合 .Pill乳時期から飼育する

となるが ．従来主と して多投の全乳及び脱脂粉乳

を哨乳する結柴 ，飼糾設が稿くなるので ，安価な

しかも取り扱いの容易な代用乳が利用されだした。

そこで昭和40年 2月から当場で実施した試験成

績（第4号試験研究報告曾）によると ，代用乳を

7～5 1臼令哨背した子牛の発育は良好であり ．
又一方子牛はかなり早い時期から生草を利用でき

る能力のあることがわかった。しかし現在子牛は

4～5ヶ月令から放牧されているが．上記の結果

から哨乳時期からの早期の放牧の可能性が期待さ

れる．

以上のことから ，早期集団育成のなかで放牧方

式の基礎資料摘出のため． 代用$Lを使用しての早

期広告乳と人工草地へ 21 E令からの早期放牧によ

る育成試肢を実施したが．その結媒，隠乳雌子牛

の発育に良好な成績を得たので報告する．

統
生年月 日 産 地

母

シモヨシベツス 昭40. 4. 1 3 川内市．

ブルーアザミ 昭40. 4. s 大口市

区 A3 ， 
ノックデアーミソノ

フエムコ ヒデコ 昭40. 4. 1 1 日 置郡
ミソノ

B 1 ワタエ デコール ホ系 サ‘一
デコール

ツタエネリー 昭40. 4. 1 4 日置郡
フオープス

B 2 
タ．ツチエデコーJレ

p ， ダツチエ ラント ,, 
フオーブス バーク ネリー

// 

B 3 
スプリングデアー レカフェムコ スプリソク． ノアク

h 姶良郡， 
ミソノ ノックテヲーミソノ デアームネ
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2. 試験期間 ． 加，牧草の生産盆により入枚目数と共に変更，拡

次の 2期に分けて実施した。 ー ．強し綿換した。

第 1期昭和40年 4月21日～同年7月1 (4）休息時は（簡易畜舎）は 19. 8 m' ( 6坪

る目（ 7～9 0 8令） 8 4日間 ）の鉄骨組立式開放牛舎を 2分し． 同区に分け群

第 2期昭和40年 7月14日～同年10月 飼した。

1 1日（ 9 1～ 1 8 0日令） 9 0日

開

計 1 7 4口問（ 7～6ヶ月令）

註 平均5日令で購入 したが産地から当場ま

その距殿が 40～ 1 0 0 Kmあったので予

備期間を2日間おいた。

3. 飼育法

(1 l 全乳晴乳区は生時体'filが 2倍に達した5

臼後に全説を完全離乳し代用乳Utli乳区は代用乳を

5 0 8令で酵乳した。

(21 両区とも 21臼令から人工草地に完全放

牧した。

侶）人工草地の放牧面献は同区とも 10 aと

し．放牧開始時は 1牧区 1aとしたが採取量・の増

．，
 
．
 

‘，
 ，．
 
－
 

－－
 s
 

4. 給与飼糾 ・・.,・ 

（付金乳哨乳区

日 令｜ ド泊

全 ・乳｜ 5 

協厚錫桝 I16日令から
乱1

6 7 7 

21～301 31～40 I 41～50 I 51～60 I 61～70 I 71～80 I 81～何

ψ～1 

侶）晴乳方法は両区ともストロ一式町Ii乳器（

畜大式n'i.径4mm  ）を使用した。

(6）代用乳 ，人工乳は市販のものを ．部厚飼

料は当地で配合したものをそれぞれ給与した。

(7) ＊は31 B令から自由摂取と した。

(81 晴乳回数は ，全乳区において 7～50日

令まで （4 4 8問 ）1β5回（ 8,12,16時

) • 5 1～5 7・臼令ま：::l:( 7日間） 1日2回（ 8 • 

. 
－． 

1 6時） . 5 8～ふoq令まで（ 3 8凶 y1 8 1 
回（ 8時） ，代用乳哨:J.L区においては ，7～ 40 

B令まで（ 3 4日間） 1 8 ~回（ 8 , 12 , 1>6

時） . 4 1～ 5 0日令まで（ 1 0日間） 1 8 2回

( 8 • 1 61時）主 LTこa

（引人工乳 ，慎厚飼斜は 1日1回給与した何

(kg) 

o. 2 I出～0:1I OS～白｜倖鞍 同 同 同 同

①濃厚飼斜の記会割合お．よぴ盤分誌は次表の 漉厚飼料の 1.5.%給与した。

とお りでゐる。 係）＠ 全乳の，晴乳量は ．体窓が生時体罰の2倍に逮

E した時期から 1日3,3,2,2,1仰として 5

2 a I 2 a I 2 s I 3 s I 1629 I 73.11 I日間で完全に離乳した。
＠ 食塩は90日令までは協停飼桝の 1%，その後 ． ＠ 全乳は40℃に保温して晴乳した。

は自由摂取と した。カルシユームは 180日令・ま.i:・.・ 

r・ (2) ..代用乳噌筑区 ．．・．
・・ー・ ｝、・- ・

、． ・‘勺

., ，， ． （勾）

日． ．・令J・・戸・？～H・・12'--20, 2作る9 玉干潟伺』 ltヤモ56 5ト60 6ド10 7ト、80 81---90 ？千】120 12ト】・180

全 乳 、々－1 ． ． 

代用乳 D公匂06 07叶β 0.9 OB、0.7 0かD.3 ． 
・・キ

人工乳A DDト0.2 0.3、-0.4 0..9:"‘0β 1fr～・12 13'-10 O！ト0.3
人工乳B

-
0.2--D.6 o.e、て：10 1.4"叶f, 18'-2D 

部停飼軒 信器の1% ・10 

． －・・．・・・
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⑦ 代用乳 ．人工乳の成分組庇および可消化成分は次袈のとお りである。

磁 類 組蛋白質 組脂肪 租繊維 粗灰分

代用乳

人工乳A 25 2.5 3 6 

人工乳B 22 2.5 5 6.5 

＠ 食器Hi91日令から自由摂取 ．カルツユウム

は濃厚飼軒の 1.5 %給与した。

③ 代用乳は 40℃の混協で6倍に稀釈 して補乳

した。

5. 供拭草地の牧草の面掲：r< 6断換播 ）
邸類 町i子組： （1 0 a ) 

オーチヤードグラス 一一一1.0 k9 

イタリアンライグラス一一一1.0 

レッドトッ プ 0. 2 

トールオート グラス一一一一0.5 

ケンラン ドクローバーー一－0. 2 

ラジノク ローバ一 一一一一一0.2 

第 1装体重測定値

訪問主 （生時） 7 
全 A 1 4 7.6 5 0.0 

乳 A 2 4 0.0 5 1.3 
町Ii

手L
A 3 4 3.0 4 6.3 

区 平均 4 3.5 4 9.2 

代 B 1 4 1.9 4 4.0 

l司
B 2 4 4.5 4 6.7 

手L
。111 B 3 4 3.7 4 5.8 
乳

区 平均 4 3.4 4 5.5 

30 

6 1.2 

6 6.7 

5 8.5 

6 2.1 

6 1.5 

5 7.2 

5 9.1 

60 

8 7.7 

9 5.7 

85.0 

8 9.5 

8 1.5 

7 6.5 

8 1.2 

DCP  

2 1.4 

2 1.0 

1 8.0 

TDN  

7 6.1 

7ス0

7 0.0 

6. 除角

． 
・．．、＝

全乳叩乳区3IiJl(A1～A3号）と代用乳哨乳

区 2顕（ B 1～B 2号）計5頭は 14日令（ 4月

2 8 日 ） で ， 代用乳附~L区 1 iz1i(B3 号 ） は 3 4 

8令 （5月18日）でそれぞれ焼格除角した。

試験成制及び考察

1.発τf状抗
(1 l体罰

3 0日毎5臼問測定した結某 ．平均値は第 1表

のとおりであった。

（旬）

90 12 0 150 180 

1 1 2.5 127.0 153.0 1 7 9.7 

1 1 3.5 129.5 14 9.0 1 7 5.7 

1 0 5.0 11 9.5 1 4 s.a 1 7 2..2 

1 1 0.3 12 5.3 1 4 9.0 1 7 5.9 

1 1 2.5 1 2 5.0 1 5 0.0 180.0 

1 0 4.5 11 4.0 13 8.0 16 4.0 

9 7.0 9ス0 1 1 1.0 1 4 2.7 

1 0 4.7 1 1 2 .. 0 13 3.0 16 2.2 

〔註〕生時徳重は全乳晴乳区において障乳日令（生時体施の2倍に速した時から5日後）

を決定するため当掲の苑育指数から算出した。

・-.i治一
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金手LP甫乳区は3頭ともホルスタイ γ登録協会（

以下ホノレ協）発育曲線の上下限内にあり服部な発

育を示したが．代用乳哨乳区では 1.2号牛は発育

幽線内にあったがろ号牛が下限を下回り（閏腸陣

~i!I ...・・下痢）平均としtて1・20日令から下限を上

下した。

(21 試験開始時 （7日令）を 10 0としての体

重発育指数は第2表のとおりである＠．

窮乏表 体重発育指数 ｛%〕

みごと 7 30 60 9o 120 1 so 180 

全 A 1 1 0 0.0 1 2 2.4 1 7 5.4 2 2 5.0 2 5 4.0 3 0 6.0 3 5 9.4 

手L
A 2 1 0 0.0 1 3 0.0 18 6.5 2 2 1.5 25 2.4 2 9 0.4 3 4 2.5 

lflti 

乳
A 3 1 0 0.0 1 2 6.3 183.6 2 2 6.8 2 5 7.0 313.2 3 7 1.5 

区 平均 1 0 0.0 1 2 6.2 181.8 2 2 4.3 2 5 4.7 3 0 2.8 35ス5

代 B 1 1 0 0.0 1 3 3.0 1 9 4.8 2 5 5.7 2 8 4.1 3' 4-0.9 4 0 9.1 

用

手し
B 2 1 0 0.0 1 3 1.7 1 7 4.5 2 2 3.8 2 4 4.1 2~5.5 3 5 1.2 

B 3 1 0 0.0 1 2 4.6 166.7 2 1 1.8 2 1 1.8 24 2.3 3 1 1.6 

!¥L 
区 平均 1 0 0.0 1 2 9.8 1 7 8.7 2 3 0.3 2 4 6.2 2 9 2.3 3 56.5 I 

で）

’2 

体重発育指数は第1期において平均で代用乳時． 指数の低いためである。

手L区が6.0%高く．第2期において平均で全乳哨 (31 試験開始時（ 7日令）からの増体世は第3

乳区がわずかに 1%高かったがこれは B3号牛の 表のとおりである。

ー17-



第3表日令増体重

いごと 7 30 60 90 筋 1WI 

1 1.2 2 6.5 2 4.8 6 2.5 
A 1 

全
0.4 8 7 0.883 0.82 7 0.7 53 

1 5.4 2 9.0 1 7.8 62.2 
1L A2 

0.6 7 0 0.9 6 7 0.59 3 0.7 4 9 
哨

1 2.2 2 6.5 20.0 5 8.7 
~L A3 

0.53 0 0.88 3 0.6 6 7 0.707 
区

1 2.9 2 7.3 2 0.9 6 1.1 
平均

0.56 1 0.9 1 0 0.69 7 0.7 3 7 

－． 1 4.5 2 7.2 2 6.9 6 8.5 
B 1 

120 150 180 

1 4.5 2 6.0 2 6.7 

0.48 3 0.86 7 0.89 0 

1 6.0 1 9.5 2 6.7 

0.53 3 0.6 50 0.89 0 

1 4.5 2 5.5 2 7.2 

0.4 83 0.8 50 0.9 0 7 

1 5.0 2 3.6 2 6.8 

0.500 0.7 87 0.89 3 

1 2.5 2 S.O 3 0.0 

．・ ー，一

第 2却l

6 7.2 

0.7 4 7 

6 2.2 

0.69 1 

6 7.2 

0.7 4 7 

6 5.4 

0.7 2 7 

6 7.5 

（匂）

全期

129.7 

0.7 50 

12 4.4 

0.719 

125.9 

o.7 e.8 

12 6.6 

0.7 3 2 

13 6.0 

代 : ＇.ユ・: 0.63 0 0.9 0 7 0.89 7 C825 0.4 1 7 0.833 1.0 0 0 0.7 5 0 0.7 86 

用 1 4.8 20.0 2 3.0 57.8 9.5 2 4.0 2 6.0 5 9.5 1 1ス3
B 2 

手L 0.6 4 3 0.66 7 0.7 6 7 0.69 6 0.3 1 7 0.8 00 0.86 7 0.6 61 0.6 7 8 

E市 1 1.4 1 9.3 2 0.5 
B 3 

手L 0.4 9 6 0.6 43 0.68 3 

区 1 3.6 2 2.2 2 3.4 
平均

0.59 1 0.7 40 0.7 80 

匙 上設は期間の増体批 ．下段は 18の増体批

期間の増体量は ，鰐 1却lにおいてCill乳区が 1.9 

kg多 く，第2期においては全乳cill乳区が 7.7 kg多

く．全期においても全附乳区が9.7 kg多かった？．

しかしながら代用事Ll1f1i乳区においても B 1号牛の

よ うによい発音をする子牛もおり又B3号牛の工

うに芳しくない発育をなすものも見受けられた。

（特に 12 0臼令で増体レていない）

1 8の増体量は第1WIにおいて全~L晴乳区が 2

4 g多 く，第2期で全－＇Lum乳区が97 g多〈結局
全期で全乳晴乳区が56 g多かった。

1臼の増体量で一番多かったのは ．全乳哨乳区

で60日令の91 0 g .代用乳町Ii乳区で18 0日

令 9.デ 7gであり ．一帯少なかったのは全乳哨乳

区で 12 0日令500 g，代用乳捕手L区でも 12 0 

日令24 3 gであった。

5 1.2 。 1 4.0 3 1J 4 5.7 9 6.9 
0.6 1 7 。0.46 7 1.0 5 7 o.sc 8 0.56 0 
5 9.2 7.3 2 1.1 2 9.3 5ス7 1 1 6.9 

0.7 1 3 0.24 3 0.7 0 3 0.9 7 7 0.630 0.6 7 6 

体~の発育において特｛•；：：増体批の成績でわかる

ように両区とも 91～1 2 0 8令において全乳哨

乳区15勾（ 1日増保設 SOJ)g）代用乳時i乳区

ス3kg ( 1日増体赴24 3 g ）と全期間中最も発
計が悪かった。この原因として (1 l E枝れのた

め草生悪 〈放牧を中止し ．へイ レージを給与した

がその採食皐が75～9 1 %で低かった。 (2) 

代用乳時乳区においてへイレージ給与から再放牧

を開始した8月3日（ 1 1 1臼令）から B3号牛

が下痢を し.8月5日（ 1 1 3日令）ではや L軟

便となったが垂弱し均体しなかったもの と考えら

れるので草生と健康！こ注意すればより以上の発育

仰となろ う。なお有意差は節2期で認められる。

(3) 各部位の測尺備は第4~廷のと おりであった。

,r f 
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’1"' .J 

第 4表各部位測尺値
， 

（侃）

医薬
、 ． ， ・’

A A ・,;.2 A 一一·－~·· -・3 ．． ． ．全・乳 区 （平均~ ）
＇’ ． ’ ’ー ，． , ， 

手。 I120 ー．
5 30 60 90 120 150 180. 5 30 60 90. 120 150 180 5 30 60 5 30 60 90 120 150 180 

(36) (60) (SD) (2β） (33) (63) (5β） (86) (3.4) (4β） ( 1.4) (28) (5ゐ〕 (66) (≪)I （柑）I (40) (18) (4.9) ( 7.1) ( 43) ( 4.1) ( 29) (36) 
体 吉弘

786 822 882 932 ?.60. 99.3 1056 74.4 80.0 886 92D 96B 982 101.D 74{1 80_0 866 91.D 95B 99.8 101_6 _7513 80.7 87.8 92.1・ 962 991 1027 

十宇都 (62) (5β〉( 4.6) (2A) ＜·~－β）ー (4D) ー、 058) (6.6) ( 60) ( 40) ( 22) (0 ) ( 60) （ω） (32) (3B) (6D) (6.3) ( 49) (3.6) (4D) ( 2.6) 

高 79.4 85.6 91.4 960 98.4 10$0 109.0 7ぢ1.6 85.4 ヲ"2.D”980 102.D 1042 104之79.0 BSD 91.4 956 100.D 1032 10ス079;5 853 91.6 965 100.1 104.1 106.7 

( 2.6) (6β） ( 4.4) ( 49) (27) (3B）ー (5.4) (3:4) (5.6) (50) (3Q) (28) (42) (62) (2β） ( 52) ( 3.8) (02) ( 4.1) (52) (42) (50) (32) ( 23) 
坐骨高

1°03.0 －・ aw・ 78.6 812 872 916 965 99.J. 786 840 87A 930 98.D 1010 1038 77β ・「・882・・908 ·－＿~6D 99.8 100.0 783 82.4 87.6 91β 968 1000 102.3 

（目） (3β） ( 6.7) (45) (6.D) 1 Ob) CH~ ： 〈玖0)( lD) (SD) ( 1.5)' （玖0) (115) (SD) (3D) (SD) < sp,) ( 10）・l (11~ (6.4) ( 3.6) (5β） ( 42) (68) 
体 長

730 825 863 93.D 97.5 1035 1140 .740 85D 940 950 103.0 1045 1135 705 820 900 930 980 1030 104.D 725 837 ？な1 937 99.5 1037 1105 

(3.5) ( 2.5) ( 4.0) ( 2_0) (40) （却） 。（SD)(15) (2s>' (35) ( 10): (25) (35) ( 2.5) (35) （泊） (3.0). ( 45) (4D) (22) ( 33) （お） (27) (30) 
胸 深

40.0 42.0 460 480 315 365 ~80 405 440 450 475 29.5 330 355 39.0 410 ・44)J 485 30.3 343 365 39.8 300 335 360 423 450 480 

ーで可i

(15) (45) ( 2.0) (4町 (35) (0 ) (30) (35) (3.D) ( 1D) ( 3.0) (OB) (10) ( 30) (15) (2.5) ( 30) (05) (1B) (37) (22) （お） (3之） ( 0.4) 
胸 巾

17.5 22D 240 28.D 315 315 165 195 230 260 27.0 300 30β 180 19.0 22D 235 260 29.,0 .. 29.5 168 18.6 223 245 27.0 302 160 306 

(20) ( 30) ( 15) (15) ( 20) (O ) . ( 25) (25) ( 15) ( 10) (15) < 1.5> ( 25) (3.0) ( 1.5) (15) (15) ( 20) (1β） (28) ( 15) ( 1.4) ( 1.6) ( 12) 
尻 長 ．ー ． 

245 265 29.5 310 325 345 345 245 2ZO 29.5 31.D 320 335 350 235 260 29.β ・305 32b 335 35.5 247 265 29.3 308 322 338 350 

(15) ( 2B) ( 2.7) (25) ( 20) ( 15) ( 2.5) ( 30) ( 2D) ( 1.5) ( 15) ( 1.5) ( Z3) (32) (15) （四〉 (2.5) ( 1.5) 。（2.1)(30) ( 2.1) ( 20) (2D) ( 1.5) 
鹿角巾

19.5 223 250 27.5 29.5 ~1D 175 ・20.0 230 250 265 280 29.5 17.0 19.3 22.5 240 260 285 30.0 1Z5_ 19.6 22.6 247 267 287 180 30.2 

穏』巾
( 2.5) ( 30) ( 10) （却） ( 1.4) ( 2.1) (40) (2.5) (05) ( 20) ( 0 ) (2D) (2.6) （却〉 ( 10) (15) ( 1.5) ( 15)_ (5D) ( 29) (08) ( 18) ( 10) (19) 

21.5 240 27.0 280 30.0 31.4 335 22.0 26.0 285 29.0 310 31β 玉三D219 245・275 285 30β 315 330 218 248 2ス7 285 30.3 313 332 

(15) ( 15) ( 15) ( 05) (2D) ( 1.D) (2.D) (17) (0β） (10) ( 10) (05) ( 2D) (15) ( 1D)il ( 15) (1D) ( 15) (18) ( 1.6) ( 1.1) ( 1D) ( 1.3) (1D) 
坐脅・巾

135 1 SD 165 180 18.5 20.5 215 14.5 16.3 182 19.0 200 21D 21.5 130 15D 165 1 19.0 羽D 215 137 155 17.1 182 19.2 205 215 

( 20) (12!tl ( 60~、 （切）（如） ( 7.0）ー （85)(125) (SD) (5β） ( 6.0) (6D) (7.o) 。05)u.n I c so > (50) (9D) (5β） (116) ( 59) （沼） ( 67) (7.3) 
胸 閤

BSD 8ア＇.O 99.0’050 114βmo 1 ~o s•o ：~い：（：~： 『 1100 11 !iO 121D 127.0 79.0 860 963 10.30 111β 1160 125.Q 8,27 885 100.1 1060 1.) 33 ・1 20.D 127.3 
(05) (0.6) ( 12) (0 ) (0.2) (0.5) ( (0 ) （邸） ( 0.7) ( 1D) ( 05) (07) (0.1) ( 1.3) (07) (02) (OZ) (0.6) (0.4) (0β） (0.5) ( 0.6) 

管 囲
115 12D 12.6 13β138 14D 14,5 11,3 13D 133 14D 150 110 115 122 12万 126 14.3 145 11'3 12D 12.6 130 136 パ 14.1147.0 

~ 



ミ実
B B 2 B 、？J 全 手L 区 （平均）

5 30 60 90 120 150 180 5 30 60 90 120 150 180 5 30 60 S'O 180 5 30 60 90 120 150 180 

体 高
(40) (5.6) (IJ7) ( 25) (40) (32) (3.6) ( 4.6) (3A) (3.6) (46) (42) (52) (36) (56) ( 20) (32) (23) (42) (46) (49) (21) (4D) (32) 

73β i7.0 82.6 883 90β 94β 980 758 79.4 840 87.4 91D 95.6 99.8 74ふ 79.8 8311 89.0 910 942 965 745 787 8ふ5 882 90.9 949 98.1 

十字部 (20) (85) (55) (4D) (3.6) (42) ( 2.0) (6β） ( 30) (22) (6β） ( 1.6) (32) (55) (55 JI ( Q_4) (36) (40) ( 2.4) (6.9) (47) ( 22) ( 4.6) (33) 

高 780 son 885 940 980 101.6 1058 810 830 89.8 92β 950 1018 103.4 788 821) 87.5 93β 93.4 97.0 1010 79.3 817 886 933 955 1 00.1 103.4 

坐骨高
(5.6) (4.4) (56) (35) （幻） ( 3.6) ( 1β〉( 6.4) (40) ( 1D) ( 50) (10) (4D) (4B) ( 4.1) (32) ( 15) (50) (38) (52) (45) ( 2.6) ( 2.9) (32) 

75.4 810 BSA 91β 945 96.6 100.2 790 ・80.6 87D 910 920 97D 980 7 6.4 80.4 852 89.3 92.5 940 99.0 769 80.7 859 90.4 930 959 99.1 

4本
(85) (80) (45) ( 40) (7.5) (11~ ( 8.4) (45) ( 3.0) ( 7.0) (7D) (BD) (85) (45) ( 1JJ) (5.5) ( 15) ( Sfl) ( 8.4) (5.7) (2β） ( 55) ( 7.4) can 

長
950 721 805 880 eao 106D 81β 8ス5 90.3 95β 1032 1113 740 825 905 99.0 1065 1180 850 950 1020 1100 740 825 87.0 935 1010・ 73.4 

胸
(60) (15) ( 35) (20) (40) ( 20) ( 50) (12) ( 28) (30) ( 30) (25) ( 2.6) (2.4) (30) (20) (20) (25) (45) ( 17) (3.1) (23) (30) ( 2A) 

傑
35.4 40β 438 462 28.5 345 36.0 395 415 455 475 29.0 34D 352 380 41.0 440 465 30.0 32.6 350 38υ 400 420 445 29.2 33.7 385 

lMOl 

(35) (4D) (20) (10) (25) ( 0 ) (25) ( 30) (10) ( 20) (30) (0 ) ( 40) ( 10) (30) (0 ) ( 1.5) (25) (3β） (2.7) (2D) ( 10) ( 2.3) ( 09) 
胸 巾

240 27.5 27.5 155 180 210 240 27.0 27.0 20 230 230 245 27.0 153 183 210 230 240 26.3 27.2 145 180 220 250 220 150 19 

(30) (2.0) (25) (05) (05) (20) (25) ( 21l) ( 15) (0 ) (3D) ( 15) (2.4) （幻） (ID) (05) (20) ( 1.5) (21) (20) (17) (0.3) ( 1.3) (17) 
尻 長

275 292 31.3 330 225 255 275 30.0 305 310 330 230 255 275 29.0 29.0 玉却 33.5 230 25.4 275 285 29.β 31β 325 22B 255 295 

鹿角巾
(20) (3.5) (25) (21l) (30) (45) ( 1β） （却） ( 2.5) (10) (30) (15) （お） (2.5) (20) ( 10) (15) （之5) (2.1) (26) ( 2.4) (13) (2.5) (2B) 

160 180 215 240 260 29.0 335 162 180 200 225 235 265 280 160 185 210 230 24D 255 280 16.1 182 20.8 232 245 27.0 29.8 

j箆巾
(31) ( 18) ( 25) ( 1.0) (20) ( 1.1) ( 30) ( 15) (15) ( 1.0) (23) (12) (3D) (2D) (15) (05) ( 1D) (25) ( 3.3) ( 1.7) ( 19) (0.8) ( 18) ( 16) 

210 247 26.S 29D 30.0 320. 33.1 220 25.0 265 280 29.0 31.3 325 210 240 26D 27.5 280 29.0 315 213 24必 26.3 282 . 29.0 5国 32A 

(40) (25) (05) (0 ) (20) ( 4.0) (35) (0 ) ( 0 ) ( 10) (20) ( 1.5) (2β） (05) ( 1.5) ( 10) ( 0.5) (10) (3.4) ( 10) (07) (0.6) (15) ( 22) 
坐骨巾

12D 16.0 185 19.0 19.β 210 25.0 125 160 17.0 180 12.6 160 17.0 17.7 183 19.8 220 160 1却 19.0 205 132 160 165 19.0 19.5 20.5 

(35) (55) (1 7.~ ( 50) (1 o.!) （却） (20) (14.1) (7.0) (SD) (80) (80) ( 40) (85) （スO)( 50) (30) (11!l) (3.1) （財） 。o~ (50) ( 7.0) (7.0) 
胸 囲

1150 1220 780 815 87.0 1040 109.0 119.0 1210 810 830 97.0 1040 109.0 117.0 1250 815 855 940 1011) 106D 109.0 120.0 80.2 83.3 9ZJ 1030 1080 

(10) (0 ) (0.5) ( 0 ) ( 1.1) ( 0.幻 (0.8) ( 12) (0.4) (0.3) (05) ( 0 ) (05) ( 10) (OJ) (02) (03),(0.1) :co.a) (10) 
智 国

143 110 1w1 1w 125 125 13.6 145 11.3 1却 122 123 12.5 13.3 145 113 117 120 125 12.5 130 14D 112 11.9 12.1 12.4 125 13.3 

〔位〕 （ ）は前月令との差でゐる。
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第 4図 発育（胸囲〉曲線

140 －－－－ －－－－－－－－－－－－－－－－－・・・－・・・・ ・......白・・...........・・...・・ ..... . . ． 白
． ・

jホJレ協上限 ； ／ 

130ト・・・・・・・・ー・・・・・・・・・・・1・．．．．，．． － －・・－・・・・・ー－－－－－－－－－－－－－－．－－． ．．．．．．． ...•.. \_T ·~／ · 
胸
120 

間

80 

／ 

70 
0 60 30 

日

①体高

全乳区は90目令まではホJレ協会発育幽線の

上限の上にあり ，12 0臼令から上←下限内に

あった。

人王乳区は 12 0日令まで上 ，下眼内にあり．

1 8 0臼令で下回宣下であった．

＠体 長

全乳区は 18 0臼令で3号牛が下限の直下に

あったが平均して上．下限内にあ り...人主乳区

は 18 0日令で 1号牛が上限の上位にあり・v平

均して上 ．下限内にあった。
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③胸囲・

全乾区は平均してる Q日令まで上限上にあっ

たが9・Q.日令からは上下限内 ．人工乳区は平均

して下隈’め誼上にあったが， 60日令で下限以

下とな~ ~ 9. 0 .. 1 2 0 • 1 5 0日令で上．下

凪内，...1809-令で下限直下..3号止やが 12 0 

1 5 0 炉 18 0 8-令で：下限以．下となった。

Z. 飼料摂取．盆

(1 l. 1頭当，りの摂取量及び養分党 は第5.表の

とおりであった占



第 5表飼料摂取量 （1頭当り）
（勾）

区 臼 令 7 ～ 3 。 3 1 ～ 6 0 6 1 ～ 9 0 第 1 持l 9 1・～ 1 2 0 

益 分量 議分盆 議分 1注 務分泊： 援分量
自司 学千 給与措 挺取泣 給与詰 摂取・駄 給与卦 摂取盆 給与党 摂取量 給与量 摂取銑

到。 DCP TBN DCP TDN DCP TDN DCP TDN DCP TDN 

全
( 7～60日令）

全 乳 1300 1300 4.16 21.19 1710 171D 5.47 '1.7.87 3010 3010 9.63 49.06 

l乳
( 1 6～90～180臼令）

協 j草飼軒 25 22 036 1.6 f, 17.2 153 2見9 11.16 29.0 29.0 472 2120 487 46.46 ス57 3397 玉4.4 34!t 5β0 25.15 

哨
(2干-90.111-』180B令） .. , ．・．ー－．， ， 
牧 草 （生 ） 51.94 ・~·u4 ・0.11 147.22 350 1657 18110 4.66 19.52 38087 9.30 42.19 1783 4.47 包β5

手L( 9 1～1 1 0 B令） ~.， 

．．・ ー『
~. 、． イ ν 一 ジ .. , 

81.1 612 4D8 21.46 
． 

区 計
5.66 2890 11.46 55.60 9.38 4072 26.50 12522 14.15 67.46 

7～1 1日令）

N制l

代（
全 乳 120 12D 0.38 196 120 120 0.38 196 

7～50 8令）

代 用 乳 17.7 17.7 379 13f17 122 122 2.61 928 29.9 29.9 6.40 2.275 
用
( 1 2～70日令）

人工乳 A 455 3.19 0.67 2.46 28.9 2657 558 20β品 40 40 0.84 308 37.45 3376 7.86 2600 
手L
( 5 ，～90日令）

Pili 問

( 9 1～1808令）

B 40 4D 0.72 2B 43D 430 7.74 30.1 47.0 47D 8.46 329 

手L
濃厚飼斜 323 32.3 526 23.61 

(21--90,11ド1即日令）

区 牧 草
（生）

( 9 1～11 0 8令）

33]4 0.75 3.90 129.80 306 1468 23596 5.90 26.12 399.切 ゑ71 44.69 159.3 4D7 1801 

’‘、 イ レ 一 1ノ 81.1 73/J 491 2581 

計－
.5.57 2178 1197 47.22 14.48 59.30 3282 12830 1423 67.43 

・、 ＆品



区 日 令 1 2 1～ 1 5 0 1 5 1～1 8 0 第

養 分量・ 養 分量

飼 事ヰ． 給与id:摂取量 給与f& 摂取fit 給与甜

}'JI) DCP TDN DCP TDN 

全
（ 7～60日令）
全 ~も

乳
( 1 6～90～1 80 B令）
酪 j享飼桝 327 327 533 2391 300 30.0 4B9 2193 9ス1

F話i(2同 0'11ト180B令）
牧草 （生） 9585 2356 11136 737.6 17.62 87.37 

手L( 9 1～1 1 0日令），『、 イ レ ー ジ 81.1 

区 計
28β8 13526 2251 109.31 

7～1 1日令）

sfM品1・

全 ,. ~L 
代
7～50臼令）
代用 乳

用
( 1 2～70日令）
人工 手L A 

手L
( 5 1～90時）
同 B 

llili 
( 9 1～180臼令）
髄厚飼斜 31.3 31.3 5.10 2288 30.0 300 489 21.95 937 

~L 
(21サ0'111叫 80B令）

牧草（生） 8685 23.12 94.34 7742 19.08 9275 
区
( 9 1～1 1 0 E司令）
へイ レ ー ジ 81.1 

計
2822 117.23 2397 11468 

r • . 

2 期 全

益分最
摂取量 給与量

DCP TDN 

301ρ 

9ス1 1582 70.99 1457 

187 4.4 45.64 219.58 

61.2 408 21.46 81.1 

6554 31203 

120 

29.9 

5ス45

47.0 

93] 1526 68.50 937 

18020 4627 205.10 

・7ちら 491 25β1 81.1 

66114 2円41 ~ 

摂取量

3010 

143.5 

2255.3 

612 

12.0 

29.9 

33]6 

47.0 

93] 

22015 

－・・
守も.6
ー－

期

養分監

DCP TDN 

9.63 49.06 

23.38 104.91 

5494 26177 

408 21.46 

9203 437.21 

038 176 

6.40 2275 
＇－聞・・・酬，．”・

7鮎

8話6 329 

15:26 6850 

55.98 249.78 

’・

4.90 25131 

427.70 

＂・・・' 

l・

． ・．



駐 ( I内は給与期間

縫分量は7～90日令で全乳区Dc p 5. 6 6～ 

1 1. 4 6 kg , T D N 2 8. 9 0～5 5.6 Okg，代用
車L区Dc p 5. 5 7～1 4. 4 8 kg • T D N 2 1. 7 8 
～5 9. 3 0切で余り大廷はなく 91～1 8 0日令
で全乳区Dc p 1 4. 1 5～2 8. 8 8 kg I T D N 6 

7. 4 6～1 3 5. 2 6勾 ．代用乳区Dc p 1 4. 2 3 

～2 8. 2 2 kg , T D N 6 7. 4 3～1 1 7. 2 3 kgで

T D N 1 2 1～1 5 0 8令で全乳区が 18. 0 3 kg 

都 6表 オ頭1自の摂取器分ht

多〈摂取 した．

全期間ではDc Pにおいて ．全乳区92.0 3句 ，

代用乳区99.26kgで代用乳区が7.2 3均多〈摂

取し ，TDNでは全乳区43 7. 2 1 kr;＇代用乳区

4 2 '/. 7 0 kgで全乳区が9.5 1勾多く摂取 した．

位） 1頭 1自の摂取益分fJ:は部6表のとおりで

ある。

〈勾）

日 令 7～3 0 3 1～6 0 6 1～9 0 9 1～1 2 0 121～150 

義 分 DC  P TD  N DC  P 'l' D N DCP  TD  N DCP  TD  N DC  P TD}; 

金乳区 0236 1.204 0.382 1.853 0.313 1..357 0.472 2249 0.963 4509 

代用乳区 0233 0907 0.399 1574 0.483 1977 0.474 2248 0941 五708

日 令 151～180 第 期 第 2 期 全 期

!Z'-・4． 分 DCP  TD  N D 0 P TD  N DC  P TD  N DC  P TDN  
全乳区 OJS03 3644 0.315 1.491 0728 3.467 0529 2513 

代用筑区 0799 3.823 0.390 1527 0738 3.327 0570 2.458 

すなはち第 1期では代用乳区がDc p 0. 0 7 5 

kf}, TDN  10.036kflそれぞれ多く ，第 2期で

は Dc Pは代用乳区が0.0 1勾 ，TD Nは全乳区

が0.0 6 kg多 く ．全期では Dc Pは代用乳区が0.

0 4 1 kg多 く ，TDNは全乳区が 0.00 5kg多か

った。また ，全体的に佑震の仰j合に対して必要義

分fitよりも多く摂取した。これは全般牧によるユ

ネルギー瀕のためと考えられる。

(3) 1 kg増俸に要した幾分fr'rは靖7袈のとおり

である。

mγ茨 1 kg士宮体に主主した設分量 (kg) 

区別
日令 7～30 31『司60 61'90 ？ト】12012千】・150151'-寸BO~~ 1 Wl 都 2期 全期

A 129 27.3 20.9 150 23.6 26β 61.1 65.4 1266 
増 体 批

B 13.6 222 23.4 7.3 21.1 29.3 59.2 57.7 1169 

A 5β57 11.461 9.37~ 14.149 28882 f2508 26.497 65540 92D28 
D c p 

B 5泊 6 11.969 14.484 14232 28222 23969 32816 66.440 99.256 

A 0.439 0.420 0.44'i 0943 1.224 。β40 OA'.34 1.002 0.727 
1 kg増体に要 したD0 p 

D 0.411 0539 0.61S. 1950 1.338 0818 0554 1.151 0.849 

A 28904 55599 4072G 67.451 135264 109.306 125221 312028 437207 
T D N 

B 21776 47217 59.29E 67.42~ 117.226 114680 128292 299.406 427.698 

A 2241 2037 、94b 4.497 5732 4079 2049 4771 3it53 
1 kqfl'1体に要したTD N 

B 1却 ，I 2.127 2544 9.236 5556 五914 2.167 5.189 3659 
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① j:(>'J体fil:に対する Dc Pは金字L区 ．人工乳区と

もしだいに増加し ．筋 1・WIで全学L区 6.3 1 9 kp少

く，第 21例で金乳区が0.9 kg少〈 ，金J切で ス22 

8k9~乳区が少かった。

~ 1 kg増体に要したDc Pにおいて ．第 1期で

は念乳区が12 0 g少〈 ．第 2)IJIでは 14 9 g ~詮

乳区が少〈 ，全期の計では 12 2 g金乳区が少な．

かった。

③ 地体f主に対するtD Nにおいては第 1期では

DCPと同 じく A区が3.0 7 1 kg少ないが第2WI

ではB区が12.622/cg少なくなっている。会期

1111ではB区が9.5 0 9 kg少なかった。

③ 1 kg増体に要した TD Nは部 1期においては

-26ー

A区が11 8 g少なく ．第 2）切でA区が41 8 g 

少たく，全期で結局A区が 20 6 g少なかった。

⑤ 1 kB地体に要したD0 Pにおいて肢も少なか

ったのはB区の 0.41 1勾（ 7～3 0 B令）で．

最も多かったのがB区の 1.9 5 0旬（ヲ 1～12 

0日令 ）であった．

③ 1 kg増体に要したTDH  において最も少なか

ったのはDc Pと同じく B区の 1.6Q1kg(7～

3 0日令 ｝で ．最も多かったのはDc Pと同じく

B区の9.2 3 6勾（ 9 1～1 2 0日令）であった。

(4) 1日1顕の摂取盆平均は郷8表の とおりで

ある。

．， 
，バ， 



第 8表 1日 1ii買の摂取ill:（平均〉 （勾）

区 臼 令 7～ 30 3 1～60 6 1へ--90 9 1～1 20 1 2 1～1 50 51～1 80 お1l1 J.明． 第 2期 全 期

給 拒E給 摂 給 摂 官会 摂 給 m 事告 按 Z’｛＂－－ 口 摂 f・~ 持E給 摂 給 m 4勾γ留‘ 諒I 者会 持t aかAc 摂 給 摂
給与 摂取量 与 取 与 取 与 取 ーτ＂.－な 取 与 1li 与 Iii. 与 取 与 取 与 取 与 取 与 取 与 取 与 耳支 与 取

；此 量 f d: 量 盆 量 量 主主 主t j土 主t Lt －立 世 量 赴 孟t 公 註 盆 i:l: j!j: 批 fJ: 設 量 盆 批
日 令

BO 7～ 15 16～泊 21～30 五t，、・60 61～90 ？？」110 111-』・120 121～150 151～180 7～90 90～180 7～180 
回 顎

金
（ 7～ 6 0日令） (54) ( 54) 

金 乳 SD SD SD 50 60 ω 1¥43 4.43 443 443 

( 1 6～180臼令 ） (75) (90) (165) 

手L 浪 厚 飼 料
0.1 0.1 02 0.17 0.57 0.51 0.97 0.97 1.1.4 1.14 1.17 1.17 1.09 1.09 10 1.0 065 0β2 1.08 108 0β8 0.87 

加、-90.11~80 B令） (70) {70) (140) 

牧 草 5:19 491 6D6 町出卜31.95 2'159 5:14 2678 16.11 

区
( 9 1～ 1 1 0日令 ｝ ( 20) ( 20) 

へ イ レ ーー ジ 4Dc 3.06 4J6 306 406 3.D6 

lM吋l

よγとご 7～1 1 12《－20 21～30 玉1～50 51～60 61～70 71～90 ？ト』110 111、，1:.!a 121～150 151’～180 角1'!1 ~凶 第 2期 金 期、
7～1 1 B令 ( 5) (5) 

金 ~L 2.4 2.4 2.4 2.4 2.4 2A 

代
7～50 8令 (44) ( 44) 

代 用 乳 0.4 0.4 0.74 074 09 0.9 0.61 0.61 0..68 0.68 0.63 0.68 

( 1 2～70日令 (59) (59) 

用
人 エ 手L A 0.12 0.10 0.35 323 OB7 O]o 1.15 t15 0.4 0.4 0.63 0.57 0.6玉 0.57 

( 5 1～90臼令 (40) (40) 

人 工 ~L B r 0.4 0.4 09 0.9 17 17 1.18 1.18 1.18 1.18 

乳
( 9 1～1808令） (90) （伺）

部 厚 飼 軒 1.05 1.05 1.13 1.13 1D4 10'1 1D 10 104 104 1D4 . 104 

(Zr--90,11ト－180 ) (70) (70) (140) 

区 牧
主主 （生 ） . 337 4.S・1491 ・． 3.16 ，ス747.93 7.93 15.93 2895 25β1 571 2574 1573 

9 1～1 1 0 (20) （泊）
へイ レー ジ 406 368 406 368 4.06 3.68 

£ 



註 （ ）は給与期間

人工草地における牧草の 1日1頭の探食泣は第

1期では ．代用乳区27 0 g多 く．第 2期では ．

金乳区が・1.040g多かったが ．第 1期で代用乳

がや L多 かったのは 50日令で早期に代用乳を臨：

乳し，人工乳を給与し， 飼料に馴れたもので ．第

第 9表摂取率

＼＼占＼令 子』'101千吃O21、るO31司、4041～50 51'吋 Oる？すO

全

手r.

区

代

1: 
区

金 乳 100 100 100 100 100 100 

ぷII享鏑桝
1~笈1

85 71 83 100 100 
100 

（吋ト；.／）
(11) 

令 ミi!L 100 rnn 
百牛ミJレク 100 100 100 100 100 

． 
・． ’ 

全；品ぷL 1含R』R却 65 73 94 100 100 

%弱~；~ 100 100 

洩厚飼平手

ヘイレージ

性 へイレージは体訟の 2%給与

⑦ 全乳区においては令乳 ．代用乳区においては ，

金乳および代用乳は全部 100%摂取 した。

＠ 令乳区では酪厚飼棋が21～5 0日令が給与

抵の71～85%，代用乳区では人工乳 （前期用

) tJ¥ 1 1～5 0日令が給与抵の 65～94%の摂

取率で両区とも良い方ではなかったので ．特に人

第 10表 放牧地の牧草 の植生

お示ご~n 5~~臼月τ） 5月3~月日2～ 
イタリアンライグラス 6 7.2 5 6.8 

全
オーチヤードグラス 1.3 0.7 

トールオー トグラス

I/ ツ ド トップ 3.0 0.4 
乳
ケンランドクローノιー 4.9 ス5

ラジノクローバー 1 9.6 3 4.3 
区
雑 主手 4.0 0.3 

計 100 10 0 

イタリアソライグラス 6 8.3 5ス3
f℃ 

0.5 オーチヤー ドグラス 1.7 

トールヮ「ートグラス
用

ドト・ツプレツ 1.2 1.7 

ケンラγドクローパー 6.0 8.7 
ぷL
ラジノタローバー 1 9.5 3 1.8 

雑 草
， 
3.3 。

区
計 100 .. ,, 0 0 

側 考 葬.；~；夢手

2WIで全乳区が多かったのは代用乳区の B3号牛

が消化布陣自によ り採食料：磁かったことが原因

と考えられる。
摂取量

(Sl.・摂取率 （ x 1 0 0 ）は第9表の とお． 給与量
りである．

切

7干、808ト、909千』10010ト】・11011干』'180第1J続第2期金期

10n 100 

100 100 100 100 100 92 η。。 ・98
一 一58 89 ・,75 75 
ー

100 7'.J 100 

100 1L(l 109 

90 1'••1 190 

100 100 tOO 100 
・．． 

100 100 iOO ;1(JQ 100 

89 92 91 191 
． 

”工乳の噌好性がや L低いことが考えられる。

’③ へイレージを草地の夏枯れi時刻lに給与したが

念乳区 58～89%，代用乳区89～92%で代

用乳区が 1る%多 く採食した．

Gs｝牧草地の植生状混は錦10哀のとおりであ

る。

ω 

6月f~l～ 1s 8月~~五A段1、」日 8月＇月：月日2～) 日 9 月50自臼～！ 1 0。1目
2 2.5 0.7 

1.5 3.5 2.0 2.2 

3.7 1 7.1 1 7.7 1 6.0 

9.8 5.1・ 1.8 1.9 

6 2.2 6 4.8 5ス2 7 2,1 

0.3 BB・ィ 。21.3 7;8 

100 1 0 0・
, .. 
1 0 0 100 

3 2.1 ' --0.2 
， 

1.0 . 1.9 6.0 1.0 

-
5.1 ro.9ι 1 6.8 1 4.6 

1 0.4 .6.1 . 2.il 1.6 
． 

5 1、4 7 4.7 6 0.6 6ス8

'o 6.2 1 4.4 1 5.0 

100 100 100 100 

おこメヒシ4ぺ ， ， 

-2 8-



区

.BIJ 

全

~L 

iMNAW－－ 

区

代

用

現，

区

6月まではイタリアソライグラス 56.8～ 6 8.3 %でイネ科の制り合い

が高＜ . 7月からはラジノクローパ－ 5 1. 2～ 7 4.2 %で豆科が多くなっ

第11表牧草の饗分

日令 2 1～30 31～60 6 1～90 

益 分
% DCP TDN % DCP TDN % DCP TDN 

イタリアγライグラス 67.2 1~44 82656 53.4 1068 65682 39.7 0794 48831 

オーチヤード 1.3 0.0208 0.1456 12 OD208 0.1344 1.1 00176 0.1232 

νツ ドトップ 30 0.0剖 0.69 2.6 0.0468 0598 2.1 00378 0.483 

ケンラγドクロー，ふー 4.9 0.147 0.4508 68 0204 0.6256 88 0264 08096 

ラジノクローバー 19.6 o.日8 1!1032 340 102 3.128 4133 1.449 41l436 

雑 1,'i. 40 004 0.4 20 OD2 02 。。 。
計 100 2.1938 11755 100 23796 同12542 100 25624 h 07 425 

イタリアンヲイグラλ 683 1366 8A009 56.3 1.13 69495 447 0894 5.4981 

ォーチヤー ド 17 OD272 0.1904 1.2 U0208 0.1344 OJ 00112 00784 

レッドト ップ 1.2 UD216 0276 2.3 0.041:4 0529 3.4 UD612 0782 

ケンランドタロ＿，，~ 60 U180 0552 7.8 U23~ 07176 9.6 Q288 0.8832 

ラジノクローバー 19.5 a日5 1794 305 0.91i 2β06. 41.6 1248 38272 

雑 1,'i. 五5 0033 0.33 17 0β日2 OJ? 。。 。
計 100 2.2128 11.5433 100 23582 Pt3D6s 1100 25024 ~ 10689 

（成分は臼木飼!!'i際組による ）

〔駐〕 9 1日～ 11 0 B令はへイレージを給与した．

たが軽症な鼓張症を発生したに過ぎなかった。

(71 牧草の養分は第 11衰のとおりである。

9 1～1 1 0 1 1 1～120 1 2 1～150 1 51～180 

% DCP TDN % DCP •rDN % DCP TDN % DCP TDN 

689 1,378 8;47 47 03 0.006 00369 。。。。。。
1.6 00256 0.179 2β 0.0416 02912 30 0048 0336 2.1 0.D336 0.2352 

22 00396 0.506 169 0.3042 3887 162 02916 3726 17.8 03204 4094 

55 0.165 0.506 29 0087 02668 2D 006 0.18~ 18 0054 0.1656 

19.β 0594 1β22 647 1.941 59524 635 1.905 5842 59.9 1797 55108 

20 002 02 12.6 0.126 126 153 0.153 153 18.4 0.184 184 
・．

100 2.2222 11.6877 100 25058 11.6943 。21l576 11.618 11)0 2389 11β456 
－ー ，．．． ・．．

689 1378 &1747 0..1 0.002 0.0123 。。。。 。。
1.6 U0256 0.179 30 0048 0.336 25 004 U28 52 00832 U5824 

2.2 00396 0506 14.1 02538 3243 112 U2016 2576 187 0.3366 4301 

55 Q165 0506 33 0099 0.306 5.1 0.153 U4692 1R 0054 0.1656 

19.β 0.594 1822 67.7 2031 62284 728 幻84 66976 62.4 1872 57408 

20 002 0.2 118 臥118 1.18 8.4 0084 0β4 119 0.119 1.19 

。2.2222 11β877 100 25518 11,3033 100 2.6626 10,8628 100 2.4648 11.9798 



(8）牧区内の牧・薄利用事は第 12表のとおりである。

沼 12.表 牧区内牧草罪IJ用率 （3頭分 ）

日 令 2ト50臼令 51～90 91～110 111～180 
第 1期 第 2 WI 全 期

月 日 5. 5～6. 3 6. 4～7.13 7.14～8. 2 8. 3～10.11 

全 生産量 105 8.8k9 18 3 3.8均 2 8 9 2.6 k9 (243.4）勾 1 0 88 2.0kg 10882.0k< 13 7 7 4.6 L・ti 

手L採食 f歪 4 3 9.6k9 7 0 3.0 11 4 2.6kg ( 183.5) 56 2 3.2 56 2 3.2 6 7 65.8 

区 利用竺 41.5% 3 8.3 39.5 ( 7 5.4 ) 5 1.7 5 1.7 4 9.1 

代 生産量 9 2 5.2kf/ 1 889D4k~ 2 8 1 4.2 4'C! ( 2 4 3.4 )ky 1 105 0.9k9 11050.9 kg 13 8 6 5.1之向
用
採食堂 ' 3 9 5.8kg 8 0 2.7 1 1 9 8.Sko ( 2 2 0.8 ) 5 4 0 6.0 ・s4 0 6.0 6 6 0 4.5 

事L
区 利用率 4 2.8% 4 2.5 4 2.6 9 0.7 ) 4 8.9 4 8.9 ・ 4 7.6 

自8牧区面積 a 延国＆t 5a-8回
1s2a 19 0 e. 

常 論換回数 3a-5 38a ?a-16回
4a-1 

（匙） 9 1～ 1 1 0日令はへイレージを給与した。

第 13表 第 14表

1 a当生産量 第 1期 部 2 ~期 金期 第 1牧区 ？回入牧

金 事L 区 7 6.1仰：： 7 1.6k9 .. 7 2.5勾
・． ．．金字L区 7 2.5切x9-6 5 2.5'1句， 

代用乳 区 7 it1 7 2.7 7 3.0 代附乳区 7 3.0 x9-65 7.0 

平 均 7 5.1. 7 2.1 7 2.7 :' 平 均 7 2.7・.x9-65 4.3 

牧区の利用率は第 11切で代lfl~L区が 3. 1 %高〈 ．

第2期で金乳区が4.1%路〈放牧期間中で全乳区

が 1.5 %高 〈，両区の差は殆んどなかった。

当り約63 aであったが夏枯れなど草生の問題点

が扱った。

紗l飼桝袈 宣司軒授は第 15袋のとおり である。

牧区の使用延面積は両区とも同 じであり .1閥

第 15表飼料畳

区 kg ~当 り 《努輔きー jtJI 第 2 期
全 WI 

極 類 (7--90日令） ( 9 1～180日令）

iJO ti＼価円 摂取量 飼斜後 摂 取量 飼 料 抱 摂取批 飼 桝費

全 手L 3 2.0 0 30 1 9,63 2 3 0 1 9.632 

金 部 厚 飼 桝 36.0 2 4 6.4 5 8 1,6 7 3 9ス0 3,4 9 4 143.5 5.16 9 
乳 牧 草 （生） 1.6.,_8 3 8 0.8 7 2 640 187 4.4 3,14 9 2 2 5 5.3 3,7 89 

区 ヘイ レ ージ 5.0 4 6 1.2 308 6 1.2 308 

計 11,94 5 6,9 51 18,89 8 

全 手L 3 2.0 0 12 384 1 2 3 84 
人
仔牛 2 9.9 3,64 8 29.9 3,6 4 8 、‘ ‘ ，レーク 1 2 2.0 0 

人工乳（前期用 ） 4 7.50 3 3.7 6 1,60 4 3 3.7 6 1,60 4 
エ
人工乳｛後期用 ） 3 7.4 0 47 1,7 5 8 4 7 1,7 58 

漉 厚 飼 軒 3 6.0 2 9 3.7 3,3 7 5 9 3.7 3,3 7 5 
手L
牧 草 （生 ） 3 9 9.50 2 6 7 1 3,0 2 7 1.6 8 18 0 2.0 2 2 0 1.5 3,6 9 9 

へイ レー ジ 5.0 4 7 3.6 3 7 1 7 3.6 371 
区

計 8,0 6 5 6,7 7 3 14,83 9 

-50-



〔駐〕牧草 （生 ）は昭和 38年度畜産物生産費調 〔註〕① 面制 12 0 a 昭和 39年 10月9日

笠成績の混播牧草（北海道を除〈 ）価格へイレー は砲した．

1ι ． ． －． 

ジでは牧草（生 ）x 3とした． 乾物計算

1顕の謹38 8 0円 5頭の差 11, 6 4 4円

飼斜fll主．錦 1期で代用乳区が3,88 0円安く，

第 2Wlでは代用手L区が 17 8円安〈 ，全期間て・代

用乳区が4,0 5 9円安くなった．

これは全乳の価格が高〈ついたもので ．すなは

担金誌は出来るかぎ り，出荷しそれにかわるべき

限価な栄接の向い代用乳を叩乳すべきである．

なお ，代用手L区では ，人工!JLがJi,！.＞.＼..高価・につく

ようである。

( 1 0 ） 牧草の組子代および肥料代は第16表

第 17表のとおりである。

γμ 

第 16表部子代

牧 草 名 指・白量 単 価 代 金

イタリア γ 1 2 kg 78円 ヲ36円

オ」チヤー ド 1 2 250 3,00 0 

トールオー ト 6 400 2.4 0 0 

レツ．ドトッ プ 2.4 180 432 

多 tz~ど 3.8 34 5 1,3 1 1 

7~伊ロー／ふー 2.4 475 1,1 4 0 

計 9,219 

＠ ト ールオートは宛~ しなかった。

第 17表肥料代

国類 単価
第 1 Jt11 第 2 WI 計

批 代金 f立 代金 最 L代金

尿紫 l{円 29'2k/ 11p80円 130勾 5.200円 422勾16t380円

硫安 20 120 2.400 60 1;mo 180 3βOD 

塩加 23 308 7,08~ . 190 1\,5~0 498 11,454 
・・・ ‘ 

過石 15 360 5,400 .. • 150 2之50 510 7,650 

草地 27・ 600 16.200 .. 600 16.200 

計 42764 13020 同5784

ー”

〔註〕⑦ 基胞は地肥を使用しないで草地用尿紫化

化成を使用した。

＠ 追肥は政牧開始前5回 ，第 1期 1回 ．第2期

3回計7回行った。

＠ 肥斜代は諒肥追nEで反当り 4.64 8円であっ
た。

3. 労錨時間

(1) 1囲の所要時聞は平均次襲のとおりであ

る。

仕 司E の 内 容 会乳 区 代用乳区 備 考

全~~又は仔牛ミルタ秤主主時間 2分50.秒 2分30秒

乳又は＊の無所，時間 （4 5℃） 8. 36 6. 53 

附 乳 時 ~B 3. 0 0 3_ 14 

バケツ， l!Jll!1L：僻洗条時間 2. 3 7. 2. 3 7 
・・：‘． ． ’ ：・．ι 

I 
－・ー・・ ，ー・
I ’L "'I  

4・
哨 手L 所 袈 時間 1ス・a3 1 5. 1 4 以上野1・ －．－－ 

．、J 、 ，－－ 

部厚飼料混合時間 4 1. 1 0 5 0勾毎に調理

泊厚飼1詩人工乳給与時間 2-5 5 3. 1 0 
人工乳は冶後期とも給与する時時間
がかかった。

敷癒 入 秤 時 fill 6. 58 6. 5 8 
梅雨時捕れる時は5～48'毎その他
は7～8臼平均

牧 区 入 主事 時 間 9. 20 9. 20 ‘． 

1図。所泌時IU1は全乳区の部厚飼絹 5.0勾記合

時間が特；こ二，く ？与し－！ ~ 分 1 0砂であったから記

合飼斜を零；｜用して省力化すべきである。

その他は同区の大差はなかった。。llili乳時90は . ~乳区が 1 1時間21分 59秒

ー、‘

かかったがこれは晴乳日数が長かったためである。

＠ 設厚飼絹混合時間は 2時間03分30秒を妥

した。

(2) ア』90臼令（ 8 4日rw）の所要時間は次
の表の ・：：おりである．

阪
人



’．ー I • 

仕 事 の 内 nτ骨コ・
金 現4 区

。計 ..内 訳.. 
1 7分03秒X3回x'44悶－37時30分36秒

明i乳 の所要・時間 42時 20分 27秒 1 7分03秒x2図X 7回目 3時58分42秒
1 7分03秒× 1回X 5日ー－ 51分09秒

織Jil-飼斜記合時間 2時 03分 30秒 4 1分10秒X 3回申2時喝03分30秒

部厚飼粍人n険与時間 5時 38分 25秒 2分55秒、X75回－3時現38分25秒

撤 ワラ入替所要時間 1時 37分 32秒 6分58秒×14田園1欄 37分3Z砂

牧区 入巷所要時間 3時 06分 40秒 ヲ分20秒x20回－3時間.06分40秒

-@- 計 . 5 2時 46分 34秒

’代 用
、
乳 区

仕事 の 内 容
計 内 訳

哨 乳の所要 時間 30時58分28秒
1 5分14秒x3回x3 4s~2s時53分48秒

1 5分14秒x2回x10回目 5時04分40秒

濃 厚飼掛記合時間

混厚飼料;L1L給与時間 ・4時10分10秒 3分10秒x79日－4時10分10秒

敷ワラ入替所要時間 '1時37分32秒 6分58秒x'.'14回四1時37分32秒 ＼

牧区 入．替所、要時間 活時06分40秒 ヲ分20秒×20回目5時06分40秒

-@- a計 3.9時52分50秒

(3) 9 1～：1・ 8 0臼令（ 9 0臼ft日）の労倒時間は次裂のとおり である。
仕事 の 内容 計 内 訳

漉厚飼桝記合時間 2時18分（138分） （平均）23分 x 6回

， 給与時間 3時0.6分C1;8:6分） ・．' 2分40秒x90回

敷 ワラ入容所要時間 2時44分40秒（164分4'0秒） 6分30秒X26回

牧区入容所要時間 3時44分：（224分） ？分20秒x24回

計 1 1時52分40秒（ 7 1 2分40秒）

7～ 9 0日令の労働時間は全乳区が 12時間5

3分 44秒多〈， ：それは迎厚飼棋の配合時間ど哨

乳の所要時間｛全乳区の目前乳 日数が10日長い）

のためである。

9 1～ 1 8 0日令は同区とも同じであうた。 ＇~ 

" (4) 1 kgPjfj乳に要した時間は次設の：とお？宍：J

ある．

｛分秒）

月臼 4月30日 5. 3 5. 1 5. 6. 1 
平 均（日令） (168令） ( 1 ・9 ) ( 3 1 ) ( 4 8) 

区別 全$L区 代用手L区 ｛令手L区 代用乳区。全乳区 代用筑区 金乳区 代用乳区 金矛L区 代用乳区

朝 1.1 0分 2.2 0 1.1 ~ .2.4 6 1.5 z ..・ 1.1 9 1.3'0 2.2 2 1.2 6 2.20 
1.4 5 昼 1.4 1 3.1 9. 1.1 5 3,1 6 1.56 3.58 2.0 5 3.3 1 

' .. 

タ 1.2 9 3.千O 1.5 6 2.1 7・1 ：：~－·i;o .. 1.4 4 1.3 i' 之14 ... ・1.50 2.z 1 
平均 1.2 7 2.56 1.28 2.46 2.0・3・ 。2.201 1.3 7 2.1 8 ・1.3 9 2.35 

〔註〕念乳区は金乳を． 代用手L区は子守 ミルクを崎 区 2分 35秒で 56秒の差を認めた。

乳。 ・ ・1 ・ 4. 行動調査

l'ifi乳器を使用した場合。 ！ ：行動調査は試験期間中 .3 0日毎24時間6回

1 kg哨乳に要した時間は4団関査したが人工乳 ～ 実施 したがその成績は第 18～第22表および第
区が長 くかかり平均で全乳区 1分 39秒 ．代詔乳 5図～掠8図のとおりであった。
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第 18表採食時間 ・
1頭平均

月 日 区 午前 午後
回
臼令 JJIJ 10時 11 12 1時 2 3 4 5 6 7 8 ？ 10 11 12 

第 5. 28 
12 

A 綿J 1.do 1cfJ°o Zお 話。5if o 守~f 1tl.oo 

回 13 29 B 4!10 1AO 920 26!10 10.00 33DO 

第 6. 56 A 4020 25.40 33.40 17AO 2DO 25.00 1600 2400 4300 13.40 300 2100 

2 
9 

国 10 57 B 5800 2吹：401800 1320 200 39.00 2320 37.40 37.40 '2DO 12.20 17.00 220 

話 7. 86 A 28.20 29.00 1000 4100 19.00 2600 25.40 48.40 11.40 1孟~o ス2011zo 0.40 
3 
？ 

回 10 87 B 3100 1220 120 35!10 2720 52月O3000 5720 :1400 2600 1100 SDO 

第 8. 117 A 1!10 29.00 17.00 30/10 4600 47.00 19.40 3120 49_40 2220 1520 1000 1500 

4 
？ 

回 10 118 B 2虫00 1DO 14AO 1200 33DO 51AO 17.40 49.00 3・120 20.20 1 ?..OJ 27.00 

第 9. 146 A 36110 6000 52.20 41AO 1920 2300 2400 40.40 51.40 48~0 8DO 300 

5 
7 

回 8 147 B 2400 44'!0 52.40 29.20 3520 33DO 25.40 4100 27.40 4320 500 

第 10 174 A 4120 33.40 31.00 1840 1320 33.00 3720 16DO 

6 
5 

回 6 175 B 600 7.20 4400 初20 2.40 39.40. 1600 2220 2720 43.40 9.20 

午前
計1.時 .2 3 4 5 6 7 8 9 

第 5. 28 A をお令部~ I~部 1 1 3分20秒（1時間53分20秒）
1 12 

回 29 B 1800 1000 620 1 1 9 .. 4 0 (1. 59. 40) 

第
6. 

( 5. 4 5. 2 0 ) 56 A 7.00 5.40 6.40 1520 3620 9.20 3 4 5. 2 0 
2 ？ 

回 57 B 7.20 19.之O1420 5:40 37.20 9.4 0 386 OD ( 6. 2 6. f) 0 ) 

第 86 A 勾DO2420 26!10 30.40 377 00 ( 6. 1ス 00)

由 10 87 B 520 43AO 包20 500 3 8 0. 0 0 ( 6. 2 0. 0 0 ) 

第 8. 117 A 1DO 1100 9.40 8.40 57.20 3600 4 5 8. 2 0 ( 7. 3 8. 2 0 ) 

4 ？ 

自 10 118 B 20.40 0.40 0.40 27.40 5600 3600 440. 20 （ス 20. 2 0 ) 

第 ？． 146 A 4!10 920 7.40 2600 2520 6000 5 41. 2 0 ( 9. 0 1. 2 0 ) 
5 7 

回 147 B 2320 1200 3020 51.40 4220 521. 00 ( 8. 4 1. 0 0 ) 

第 10. 174 A 100 60.00 45.40 3 3 1. 0 0 ( 5. 3 1. 0 0 ) 
6 5 

回 6 175 B 3.40 6000 2400 3 4 6. 2 0 ( 5. 4 6. 2 0 ) 
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第 5図採食時間

トクララチジ1

ー

ト円
unu pa 

時

400' 

m
Ea
 

－一－
n『
’

」nu 
nu 
zd 

200,..... 
，，.－、、

分
、...；

100← 

月日

目令

5.1 2 6.9 

56 28 

① 2 4時間の採食時聞を見ると節1回目は尚i区

とふ昼間と夜明けに探食し.1日の合計で代用乳

区の方が6分 20秒多く．大器はなかった。

＠ 第2回目の採食時間も同区とも午前 1時～4

時があまりなく .1 臼貯で代期~L区の方が 4 0分

4 0 秒多かった．これは ． 採食批において • D M 

が念乳区 1.2 9勾 ．代用.！￥L区 1.3 2 kgでわずかに

代用乳区が0.03勾多かったが ．牧草の生産量が・

~乳区 1 a 3 ス 2 勾に~t し ． 代用乳区 1 ス 2 kgで

代用乳区が20 kg少なく牧草の採食に時間を要し

たものと思われる。

③ 第 5回目は午前 1時～ 51侍まで同区とも全然

保食ぜ：：f... 1日計でわずかに代lfl!PL区が5分多〈

刷区の差はなかった。

＠ 第 4回自の採食は ，午前中割合に少なく ．翌

午前2時と問6～7時採食せず ，1日計では念乳

区が 18分多く ．これは牧草生産品が金乳区 1e. 

当り 47 kg.代用乳区同じく 10 1.3kgのためと

-34-

7.守

8 6 

8.9 

1 1 7 

9. 7 

1 4 6 

一

1 0.5 

I 7 4 

，也：われる。

⑤ 第 5回目は午後5時 ，同 10～ 1 1時 ，翌午

前 4.～61時採食は全然なく .1日計では令乳区が

2 0分 20秒多かった。これは牧草の生産£1:は 7

a当り金乳区が63.3勾 ．代用!l'L区が60.3勾で

大援はなかったが採食抵のD M が金~L区 5.0 7 7 

勾．代用乳区3,4 5 7 kflで金乳区が 1.6 2勾多か

ったためと恩われる。

＠ 鵠6回目は両区とも 7～ 10時 ．翌午前 1～

6時は令然採食せず． 昼 ．朝と午後 11～ 1 2時

3回によ く探食した。 1日計では代用手L区が 16 

分 20秒多〈 ，採食盆（ D0M ）金乳区 3.3 5 7 kg 

代Jfl.!i!L区 4,1 5 7勾で代用乳区が0.8勾多かった。

⑦ 第 1～6回を通じて夜中は余り探食せず昼間

と夜明けによく採食した。

＠ 牧草の生産:Ji上や探食最（ D M ）によって探食

時Ill］に長矩がみられた。

⑦ 彊主料を変えたときその聖わらを食ベた。



第 19表反すう時間

恥ぉ
午前 午後

・．

1 0時 1 1 1 2 2 五 4 5 6 7 8 

第 5.1 2 28～ A 600 500 1800 6!10 22~0 5!10 4!10 5000 21AO 1.40 700 

一 ，町、， －． ・－

回 1 5 29 B 1820 12.40 620 020 120 6.40 1500 t40 1020 

第 6. 9 56～ A 1300 7.00 14.20 25DO 2800 31.40 【):10 1回O .:20 2600 

一 ，、、， 一一一回 1 0 57 B 11.20 2120 21.20 39.20 28~0 420 620 6~0 ~o 1却O

節 7. ~ 86～ A 200 29月O 26.20 1320 2320 2~ 10 820 a~o 1600 
，、、， トー一ー ．

E ・

回 1 0 8 7 B 6:10 2印O 23.20 17.40 17.00 8~0 8.00 

鍔 8. 9 1 1 7 A 23!10 13~0 400 26PO 820 720 1240 800 620 

gl 
....... ，、－

1 c 1 1 8 B 1 &.10 800 20A0 7.40 28.20 500 15持O 1120 
． 

第 ヲ. 7 1 4 6 A 1400 5.00 1却 16PO 1440 2倒。 9.40 02'J 1凶O

五 ，崎、， ，、、，

回 8 1 4 7 B 3!10 100 31DO 1回O 3!I 0 1 MO 6.20 

第 1 0.5 1 7 4 A 31.00 2400 600 3.20 22.40 11且O 21.40 6.20 2~0 17.40 
-'-，、 ，、、， ，、‘’ ヤーーー司・・ー 一一
回 ι 1 7 5 D 21.40 1800 6!-10 21AO 却O 1.40 旬。 2DO 2400 2120 

第 6図 反すき時間

500 

間
200 

目U
400 

全

乳

代

用
時

戸、 100』・，.，.... 
分
、．，，

月日 5.1 2 

日令 28 

6.9 

56 

7. 9 

86 

8.9 

1 1 7 

守.7

1 4 6 

1札5

1 7 4 
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午前

？ 1 0 1 1 1 2 2 3 

500 800 1!10 620 820 800 

520 620 320 500 1000 

1凹O 21.00 1 7.20 26~0 2620 26却 2200 

3600 20.00 1如O 2320 3300 2920 29.判。

1~0 17.20 1 9.40 18fl0 2000 211¥0 1520 

8!10 19.00 1200 2520 2220 19.20 11.40 

17.ρ0 2500 2200 1却0 1.00 22110 30AO 

loρo 3520 1 O!lO 17.20 1却O 2420 31.40 

27.20 3300 2020 2500 23PO 21AO 2800 

2420 2 3il0 1 7.40 1200 1520 12.4 0 31ρo 

21β0 1 2.40 1.00 22110 520 8.20 1200 

1500 26~0 420 1820 1 2.40 

⑦第一回目は、金手l区が？？分 40抄多かった

がこれは全乳区の混厚飼料は当地で配合したも

のを摂取したためと息われる。

． 

4 

1020 

600 

2~0 

五回O

2020 

2920 

34A0 

31.00 

19.角。

1田0

21A0 

2000 

’1 

計

5 6 7 8 事 f ． 

2400 2000 300 820 
252分叩秒
( 4時打12分00)

7.20 1200 1600 820 
152. 20 
( 2. ; 2 2 0) 

2300 1420 31β0 19DO 
439. 20 
(7. 19. 20) 

2600 1 7.河O 520 9.'10 
438. 2U 
f子． 1 8. 2 0〕

2000 13.20 1420 18!10 
3'14 .. 20 
(_ －~· 4 4. 2 02 

2720 19.河O 820 25!10 
338. 。。
( 5. 3 8. 

14.20 30!1 ::i 2000 1.00 920 
354. 。。
( 5. 5外

9DO 27.00 5(10 
341 
( 5. 4 1. 

2&10 3200 1100 900 
375. 20 
c 6. 1 L~ o〕

24!10 2Q!l0 9/10 285ス． 20 r －る7. 2 0、
2300 18.20 MO 

317. . 20 
， ( 6. .1 7, 2 0 J 

16~0 16110 13!10 2.40 
298. 40 

( 5. 4 8. 4 O) 

② ~： 2回目は、全乳区がわずかに 1分多かった。

③ 鰐 3回目は、全乳区が 6分 20秒多〈、大差

はなかった。

③ ~5 回目は 、 全毘区が 8 8分多かった。これ

は摂取量 （D M ）において、全乳区5.0 7 7 kg 

、代用乳区 3.457kgで全乳区が 1.6 2勾多く

その反すう時間が長かったものと増えられる。

③第6回目は全乳区31 7分 20秒、代用乳区

2 9 8分 40秒で全乳区が 18分 40秒多かっ

①第4回目は‘全乳区が 13分多かった。 た。
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第 之O表 起立時間 〈歩行を含む ）

ぶミごま
午前 午後

10時 1 1 1 2 1時 2 3 4 5 6 7 8 

5.1 2 28～ A 26A0 3420 2加。 19:40 1820 21.20 5320 6:<10 34:40 4000 27.40 

～1 3 29 B 9fl0 7.20 4000 4020 3500 47.00 1520 ？却 3420 2800 

6. 9 56～ A 49.20 2220 37.20 2620 2820 11.40 37.00 2420 49lJO 6000 11.40 
2 
～1 0 57 B 5制。 22:10 1却O 17!10 500 5:40 4 400 27:月O 4400 49：持O 6PD 

7. 'i 66～ A 5 ~品。 31.00 2820 5920 27.00 6000 47.40 4220 4却。 4 9，β0 2520 

3 
～1 0 87 D 4 7.40 2520 3400 5000 5PD 4820 5日O 56:<10 51.40 60PO 1820 

8. 9 1 1 7 A 27.4 0 4000 5420 4600 27.40 5120 5600 6000 31.20 5120 4600 

4 ，崎、，

～1ρ。 1 , 8 B 25!l0 35却 36:1;0 3!10 ~9.却 30PO 55'10 5800 33:40 6000 38PD 

9. 7 1 4 6 A 54!10 6000 6000 54110 4却。 60PO 46.20 。 4320 58110 4920 

5 ’‘、，

～ 8 1 4 7 B 5000 5100 5Z刃O 3320 3820 5400 4 7.40 。 4印O 3820 49.00 

1 0.5 1 7 4 A 47.40 40DO 6000 4200 4000 51.20 4120 2120 ら問。 回0 日O

6 ，、、，

円 J 6 1 7 5 B 3Dfl 0 2!)0 53.20 48;<10 48!10 57.40 4400 3目。 53.20 220 。

ノ

fg7図起立時間 〈歩行 を含む 〉
800 

500 

700 

I~寺
600 

間

400 

（
分
）

月日

日 令

5., 2 

28 

6. 9 

56 

7. 9 

86 

8.9 

1 1 7 

9. 7 

1 .1 I; 

1 o.s 
1 7 4 
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午前

9 1 0 1 1 1 2 2 五

28;20 2020 520 。 5;20 820 。
11.20 2000 11DO 820 720 1.20 。
25!-10 6!10 26JJO 300 3.20 。 13.40 
19.20 2720 2~0 7.00 8PO 820 加。
3000 1400 2000 200 0!10 。 1220 
3400 020 1120 800 1.00 4.20 4:40 

• 2却O 1800 1020 1720 1.00 。 2620 
・2問。 1叩O 。 32PO 2Q!l0 。 図。
7.40 。 。 7.00 。 7.40 2720 
100 回。 200 12.40 35!10 ？ρo 19JJ0 

3!-10 1.20 51:4 0 28.20 。 300 (}.10 
520 020 52.40 1600 。 。 620 

① 6闘とも全乳区の方が 50分 40秒～ 13 1 

分多かった。

4 

。
1220 

8PO 

2!10 

2ZOO 

1 020 

10/20 

。
。
。
4.40 

1ρo 

（分秒 ｝

計
5 6 7 8 9 

1 5~0 4020 4920 3000 23:20 
5 29分20秒
(8時49分20秒〉

15月O 19.40 37.00 4220 15110 
4 68分2U秒
’7. 48. 20 

9.20 19tl0 1420 6000 1020 
55ス 2U 
’9. 1 7. 20 】

19.00 2300 12.40 3目。 1120 
492. 00 
’8. 1 2. 0 0 】

1.20 2800 37.20 6000 3420 
7 3 4. 2 0 
( 1 2.1 4. 2 0 

4月O 620 4 520 4020 。 6 0 3. 2 0 
Ir 1 n o 3. 2 o、

38井O 820 7.00 6000 5220 
76ス 20
(12. 47. 20) 

3600 MO 31.00 59.20 56ρo 
703. 00 
( 1 1. 4 3. 0 0 ) 

11.00 日O 3120 50:40 60DO 
735. 40 
(12. 15. 40) 

。 。 3720 6000 4320 6 8 5. 0 0 
( 1 1. 2 5. 0 0 ) 

320 520 26升O 60L10 5720 
6 4 6. 0 0 
(10. 46. 00) 

6!10 凶0 23110 6000 4320 
589. 20 
（ゑ 4玖 20

②両区ともだいたい午後 11時～翌午前 4時ま で

が少なかった。
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除判
午前 午後

10時 1 1 1 2 2 3 4 5 6 7 8 

5.1 2 28～ A 3320 25昇。 39.20 4020 41月O 38!10 6:10 5320 2520 2000 3220 ． － 
～1 3 2写 B 6000 5020 52.40 2凶O 19.月O 2由。 1300 44升O 5倒。 2臼O 32.00 
6.手 56～ 且 1 O!lO 3Z賞。 22.40 5封。 31.40 4820 2却O 35持O 11.00 。 4820 ．・

．～1 0 57 B t.20 37.20 4800 4220 5500 5420 1600 32却 1600 1020 5400 ． － 

7:・ 9 86～ A 520 29.00 31.4D OflO 3300 。 1220 17.40 1800 11.00 3.4:10 .r ・．． ．． 
i 220 コr~ r0 8 7: B 3MO 26PO 3000 5500 11.4 0 4.20 320 820 。 41A0 

．、 ‘ 8. 9 ~ 1 1 7: A 3220 2000 日0 1400 3220 8~0 40p'・ 会。 28f.10 8持。 1 4(10 －， ． ，、、， 一
～1・oi1 1 8 B 3420 24!10 2320 5620 2(Y.l0 3000 4.20 200 26.20 0・ 2200 

一
13:40 9. 7 . 146 A 500 。 。 520 1 8~0 。 6000 16110 1.20 , 000 

，、‘’
へて 18. 1 4 7 B 1 ODO 叩0 2.20 26月O 21β0 600 12.20 6000 15.00 21.40 11DO 

1 0:5 1 7 4 A 1220 2000 。 18ob 2000 加。 1制。 3白O 7.20 5920 5500 
，、、， , 

～ 6 ， 1 7 5 B 29.20 5800 6井O '1'120 11.20 2.20 16JJO 27.20 6!10 57.40 6000 

． ． 

、・
a

、．
 
、・
・

900 

時

800 

l切

,....... 700 

分
、』J

月日

日令

．第2:1表横臥時間

第8図 横臥時間 ・

コ

目U

5.1 2 

28 

6.9 

56 

9. 7 

1 1 7 

8.9 

1 1 7 

7. 9 

86 
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午前
－， 針

c; , 1 'O 1 1 1 2 1 ・． 2 3 4 5 ,6 7 8 ・9

31.40 39.40 54110 6000 54~0 51.40 6000 6000 44持O 19.角。 1凹O 3000 36!10 
9 1 0分40秒
( 1 5時104}4 a劫 】

4旬。 '1000 49.00 51.40 52!10 5問。 6000 4 7.40 4 420 1020 2300 17.40 4420 
971. 40 
( 1 6. 1 1. 4 0 】

34.20 53?0 3400 57.00 56:10 6000 4620 5200 50!-10 4020 4日O 。 49:40 
882. 40 
( 1 4. 4 2. 4 0 

40!10 32.40 3720 5300 5200 51:40 5800 57.20 41.00 37.00. 47.20 2420 4820 
予48. 0 0 
(15 4R 00 ) 

2920 46.00 4000 5800 59.20 6000 47.40 3300 58110 3200 22.40 。 25:10 
7 0 5. 4 0 
( 1 1. 4 5. 4 0. ) 

26PO 59.40 48110 5200 59.00 55月O 5520 ー49.40 55.20 53:40 14:10 19:40 6000 
8 3 6. 4 0 

． ( 1 3. 5 6. 4 0 ¥ 

宅400 4却O 49.角。 42:10 59.00 6000 3~0 49.40 2120 51.40 5300 。 7.40 
672. 40 
( 1 1. 1 2. 4 0 ) 

ノ 一一
737. 00 

3920 41.00 60£:0 28.00 3920 6000 5200・6000 2400 56.20 2900 。持。 320 
r12. 1Z 0 0 ) 

5220 6000 6000 5300 6000 5220 32!tO 6000 49DO 5620 . 28~0 9.20 。
7 0 4. 2 0 
( 1 1. 4 4. 2 0 ) 

59.00 59.20 5BPO ・4 7.20 2420 51DO 41.00 .6000 60β0 60.00 22!10・ー 。 16:40 
755. 00 

・．． ( 1 2. 3 5. 0 0 
7 c; 4. 0 0 

5620 58:10 820 31.40 6000 57.ρo 59.20 55.20 56110 54110 3320 。 2:10 
( 1 ti. 1 4. 0 0 

54!1 a 59:40 7.20 4400 6000 6000 53:10 。5ヲ.00 5320 59.ヱ0 36.20 。、． 16!10. !350. 40 
( 1 4. 1 0. 4 0 】

秒 ）（分

－ 

.・，．

した。

その他の行動は、第 26表のとおりである。

第一～六回とも代用乳区が 50分 40移～ 1

3 1分多い。

両区とも午後？時から午前 5時までよ く横臥

① 

② 

． 
・＇・？、？・＇：.、.一，・・．J、.；~ ., .・ ・‘・・・’ ・・’ 

・．・’．，．， 目、

. ' I 

．． ．．
 

，
 ．
 

．
 

c－
 

． 
0、． ． 

．
 

2
 

．．
 ．．．
 

－
 ．．
 

．
 
‘』
．
 

．
 

． 

． ．・
. －・f・. ~ ,. .. 
・ー

. (. . ム・．．．

、“’.・i.... 
・.: 
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第之之表

午前 1～ 4時 午前 5～ 8時 午前 9～ 1 2時 午後 1～

①⑦③①⑤＠  ・：(f)：＠③＠⑤⑤  ①②①①⑦⑤  ①①③①  
5.12 6. 9 7.手8.'7 9. 7 :105 5l 2 6.手Z予8$ 9. 7 1 OS 5.12 6.予ス写 8.s 97 105 512 6.字文字B.s 
,._ ，.『－’『』世，.... ，，、．，，『』9 ’...... －.....’』 I-』戸』 F』 -- ，..』，； ,..._. ，..』．，，画、，’『－ -- .........，『－ ’旬、，
13 10 10 10 8 6 13 10 10 10 8 6 13 10 10 lC 8 6 13 10 10 10 

28 56 86 1117 146 174 2 8 5 6 8 6 117 146 174 2856 86 117146174 28 56 86 117 
~ r-.. v、， 円』 【園内】 画』－..，， ，.ード』ト』ト~ ー』.＿向－ ~』 r～ F】

，旬、J ____  ,...._ 

29 57 87 ~1 8 147 175 2 9 5 7 8 7 118 1 47 17 5 29 57 87 118 147 175 2 9 5 7 8 7 118 

。 0 1 。 5 3 4 5 2 。7 ？ 6 2 7 雪 6 

* A 。 。 。 17 1 17 。y 。23 2 OJ 23 3 2 03 03 13 3 
... ー・・・・4。。。 。 7 2 7 2 1 。5 ι 3 3 7 7 手

飲 B 。。。03 。 23 07 23 07 03 。1.] 2 1 23 23 3 

。2 。 五 2 。 5 。3 7 
食 A 

07 。 07 0 1.7 。 23 。
。2 。 4 1 2 7 。1 6 

塩 B 。07 。 13 03 07 2る 。03 2 

1 4 3 4 3 4 7 7 7 5 5 2 6 11 3 。7 8 
排 A 

1.7 17 07 2 37 ') 。23 27 03 1.3 1 13 1.3 2.3 23 23 

4 。4 る 3 4 。 8 10 4 4 7 7 13 6 7 5 ち
部 B 

13 。13 1 1.3 2 27 33 13 1.3 23 23 43 2 23 17 3 

2 1 3 3 3 2 5 6 6 5 5 10 13 18 .. 4 13 2 
排 A 

17 2 2 17 17 6 43 4 07 03 1 1 07 3.3 43 13 1.3 

1 3 2 1 7 5 5 2 7. 4 11 6 4 
尿 B 

03 03 03 1 07 03 03 23 117 17 07 23 1.3 37 2 1.3 37 37 

（駐 ） 上段は 311.a計下段は 1碩当り

①7.l<§Xみは 14 6日令交で多く、 1頭平均全乳区

で6.7～ 1 0回、代用筑区で5～ 8.3回であった

が、これは気級的な変化で17 4 8令では両区と

も少なくな り、 全乳区三5回．代用乳区 2.3回で

いずれも代用乳区が少なかったが大差はなかった

時間的には午前 9～午後8時まで多〈水を鉱んだ

②食塩は全乳区 2～ 5.3回、代用乳区 1～ 6.3回

損1＆したが同区の盛はあ支り なかった。

③排務回数は、全乳区 5.7～ 1 1. 3店、代用手L区

予～ 13. 7 回で代11~~~区がやや多かった。

第2・3表健康状態．

全 乳 区

4月22日（ 8肉令 ）A 2号牛 血便

4. 2 3 ( 9日令 ）Q ， サJレフア掬授与 1日
3回各 1g 

4. 2 4 ( 1 0 8令 ），良好
a 1 4 ( 1 2 2日令）全顕歌使 （強度）

①排尿回数は全乳区 7～ 18. 3回、代用手l区 5.3 

～ 1 5回で全乳区がやや多かった。

5 位脱状態

子牛ミ Jレクの町ll~しと牧草 （ 生）の自由摂取によ

る下痢に特に注意したが、その結呆は 23袋のと

おりであった。

代 用 手L 区

4月24日（ 108令） D 3号牛下痢

4. 2 5 11 B令〉 " 
， ビスフラン183巨洛19

4. 2 6 128令） ， ， ， 笠与
4. 2 7 1 3日令） ， ， ， 
4. 2 8 1 4日令） ， ， タロマイ 1鋲あて 4国

投与、プド伺悲50cc注

4. 2 9 1 5日令） ， 軟便
5. 5 21 B令） Bl、 B2下痢

5. 6 228令〉 ， ， ， ピスフラγ18 3回
1 9づっ投与
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¥_,, 

（回数）

4 r舟 午後 5～ 8時 午後 9～ 12時 日 間－

⑤ ＠ ① ② ③ ① ⑤ ＠ ① ② ① ＠ ⑤ ＠ ① ② ③ ① ⑤ ⑤ 
9. 7 105 512 6. c; 7. <j 8. c; 9. 7 1 OS 5.12 6. 9 7. 9 8. 9 守‘z105 5.12 6.守 7. 9 8. 9 9. 7 '105 
，、、， ，崎、， ~、， ，、、， ，、、， ，、、， ，、句， ，、』，．・，、、， ～ ，、、， ，、』，． ～ 内》 ，、、， ’‘、， ～ ，、、， ’‘、， ’‘、，
8 6 13 10 10 10 18 6 13 10 10 10 8 6 13 10 10 10 8 16 

146 174 28 56 86 117 146 17 4 28 56 86 117 146 174 
28 56～ 86【 d 1 1 7 1 4 6 1 7 4 

’『．， ト、， ～ ～ ド』 b、d B，、．， トー
～ ，、、， ，旬、， ・＇、、，

～ ～ ～ ，．、， ，、、， ～ 
147 175 29 57 87 118 1147 17 c:; ヮ。 c:; 7 負 7 4噌良 唱A7 4守民 29 57 87 1 1 8 1 4 7 ~ 7 5 

11 2 5 6 。2 3 。。。2 20 30 25 23 1.~ 

37 07 1.7 33 2 。07 3 。。。07 67 10 83 77 33 

7 。 3 6 3 2 2 2 。。。 1手 20 25 15 7 

23 。 1 2 1 07 07 07 。。。03 63 67 83 50 23 

2 2 。 。。3 16 6 

ー07 07 03 。0.3 。。 53 20 30 

'o 3 2 。2 。。2 19 3 10 

。 07 。07 。。07 63 1β 33 

6 4 5 5 5 4 3 2 2 3 2 6 17 27 32 34 24 

2 1.3 1.7 17 17 1.3 07 0] 1 07 2 57 9D 107 11.3 8 

7 3 4 

ー

10 6 5 7 2 3 2 6 30 2宇 41 41 27 

23 1.3 3 33 2 17 23 07 07 2 ・1 OP 9.7 137 137 ヲ

16 6 5 15 10 手 1 3 6 4 3 4 21 50 48 55 23 

53 2 17 5 3 3 03 :1 2 1.3 1.3 7.0 167 160 183 η 

12 6 4 9 手 11 5 4 4 3 3 7 16 33 35 45 ~1 

4 2 1.3 3 3 37 17 1.3 1.3 23 53 11D 117 15P 103 

全 乳 区 代． 用 ~L 区

5. 7 ( 23日令） B 1, B 2 軟便

6. 7 ( 54日令） B 2、熱射病、ペェ注、栄縫剤投

6. 8 ( 55日令〉 " 治療
8. 3 ( 1 1 1日令｝ B 3 ~ 下痢 ピスフラγ10g投与
8. 4(112日令｝ ， If ， 
8. 5(113日令） ， 潤軟便 ， 
8.14(122日令｝全額 軟便 （強度）

すなわち、全乳区では 8日令 A 2号牛の血便を

認め、投梨の結果5臼自には治ゆ したが代用乳区

のB3号牛は 10～ 1 1 3日令、しばしば下痢を

し、時には治ゆするが再5をするのでその後は放置

した。この牛を蹴査するとその母、兄弟も下痢を

しており、体質的なものと思われるので、集団育

戚の場合、このような胃腸障留の牛は他の牛への

影響をも考えて、なるべく 群飼しない方が適当で

あると思われる。

8月 15日（ 1 2 3 8令〉以降は、両区とも と

きに軟使を認めたがへイレージ給与から人工草地

へ再放牧 したためであろう。

そのほか、 7月 14日（9 1日令） B 1号 （左

前肢）敏行を認めたので消炎剤を鎗布し、？月 2

1臼～30日（ 1 6 0～ 1 6宇目令） B 1号・（左

肩部）肢行を畏したので消炎剤を詮布した。

要約

(1）体重発育は、日本ホルスタイン登録協会

の発育館（以下ホJレ協発育値 ）に比較する と、全

乳区は試験期間中ホル協発育値の上限と下限の間

に位置したが代用乳区は 12 0～ 1 5 0 8令がホ
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Jレ協発育値の下限より下位にあれそれ以外は下

限よ り上位にあったが全乳区の方が代用乳区より

体質長育がよかった。

(2) 1日増体説：は、企乳区 73 2 9、代用乳区
6 7 6 9で全乳区が 56 fl恒れていた。

(3）体高胸囲は、全乳広がわずかに受菅がよく

同区ともホJレ協発育｛出の下限より上位にあった。

体長は 15 0 B令から代用乳区の発育がよく 、

全乳区よりわずかに上位であったが、両区ともホ

ル協発育値の下限よリ上位にあった。

2 飼料の摂取払・は、全JUI04jrl 1 D C P 9 2. 0 3 

～手玖 26勾で代用乳区が 7.2 3勾多 〈、 TD N 

427.70 ～ 43i'.2~k9で金乳区が玖 5 1 kgで

いずれも両区の大差は認め伝かった。

3 1 kg埼停に主要したま足分:hi"はDc p 7 2 7～ 

8 4 s gで代用乳区が 12 2 fl、 TDN3.453 
～五 65 9 kgで代用乳区が20 6 flともに多かつ

fょ。

4 人工草地の放牧時における牧草の摂取盆は

1 's: 7 3～ 1 6. 1 1 k9で全乳区が 38 0 9多かっ
たのみ。

5 E枯によりへイレージ唱ピ 30臼間給与した

が、 1 B摂取主主は 3.0 6 kg～ 3.~Bkgで、 代用乳

区が 62 0 ！｝多かった。

6 飼棋の摂取率は、第 1期において、全乳区

で濃厚飼桝予29号、代用乳区て・人工乳前期用が事

0%であり、第2~切においてヘイ νージが全筑区

7 5 %、代用乳区91 %であったが、－その他は1

00%摂取した。

7 牧草は、 5～ 6月は、稲科が57. 9～ 7 6. 

5%、豆科が24.5～ 4 1. 8 %で、稲科が多かっ

たが、 7～ 10月は稲科 13. 0～ 3 8. 2、豆科5

.,?. 0～a o. .a%で豆科が多くたった‘
8 牧区の利用率は、全手L区4吸1’%、代用乳

区47. 6 %て・全手l区が 1.5 %高かった。

字 牧区の翰張回数は、両区とも 1a宇田、 2

a. 5回、 3 ~ 5回、 4a 1図、5a 8回、 7a 1 

6回ft4 4回で延面積1写0e.であった。

, 0 飼軒費は、 全乳区 18. 8 9 8円、代用乳

区 14. 8 3 9円で代用乳区が 4.0 5 s円安かった
1 1 労もら！：時：聞は、-7～s0 日令で代用~L区が

1 2時間53分4~秒少なくかかり、写 1 ～ 1 8 

0 8令では両区とも同じであった。

1 2. 1勾稽乳に要した時間Hi.，代用乳区が 5

6秒多かった。

1 3. 1白衣食時聞は、全乳区 11 3分 20秒

～5 4 1分 20秒、代用乳区 11 s分40秒～ 5
4 1分 20秒であった。

1 4. 1臼の反すう時ftjjは、全乳区 25 2分～

4 3 9分 20秒、 ．代用手L区 15 2分 20秒～ 43 

8分 20秒であった。

1 5. 1 Bの歩行を合んだ起立時雨は、全！￥l区

5 2 c;分 20秒～7ι7分 20秒、代用筑区 46 

8分 20秒～73ら分40秒で全乳区が多く、両

区とも午後 11舟～午前 41時までが少なかった。

1 6. 1自の横臥時間は、全乳区 67 2分40 

秒～91 0分40秒、代用乳区73 7分～97 1 

分40秒で代用乳区が50分 40秒～ 13 1分多

く、同区とも午後9時～午前 5時支でよく横臥し

t.：.。

1 7. 水鉄みの回数は、全乳区がやや多かった。

1 8. 食塩の摂取回数は、差を誌めなかうた。

1 9. 排溌回数は、 代用~L区がやや多かった。

2 0. 排尿回数は、 全与し区がやや多かった。

2 1. 下痢は‘ 代用：~I.区に 1 iiJi§B住し、 11 3 

日令支では、はなはだしい時に治慌 したがその後

は放視した。また 12 2日令で両区とも軟便を恕

めたが放置し、その後は実生しなかった。

2 2. 代用筑区に 1碩敏行を認めたが消炎剤を

強布した結果治ゆした。

以上のことから、代用乳の』詳細隊乳 （1 2～ 5 

0日令）と早期放牧（ 2 1日令 ）による集団育成

は可能である。

－ 

． 
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